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高
木
折
右
衛
門
物
実
録
『
武
道
白
石
英
』
と
そ
の
成
長

荻　

原　

大　

地

一
、
は
じ
め
に

　
『
武
道
白
石
英
』
は
高
木
折
右
衛
門
の
武
者
修
行
を
題
材
と
し
た
近
世
実
録
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
や
内
容
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
作
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
杉
田
美
登
の
先
行
研
究
が
備
わ
る
。
杉
田
は
本
作
の
跋
文
を
根
拠
と
し
て
、
間
宮
兵
右
衛
門
書
留
を
基
に
片
倉
家

本
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
片
倉
家
本
を
写
し
た
長
尾
某
が
写
し
た
甲
本
、
甲
本
か
ら
派
生
し
た
丙
本
（
月
下
亭
写
）
と
乙
本
（
深
川
隠
士
南
郊
写
）

が
存
在
す
る
と
述
べ
、『
武
道
白
石
英
』
の
写
本
系
統
を
明
ら
か
に
し
た（

１
）。

杉
田
が
調
査
し
た
諸
本
に
、
今
回
稿
者
が
調
査
し
た
諸
本
を
合
わ
せ

る
と（

２
）、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
書
名
の
●
は
、
杉
田
が
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
た
写
本
を
意
味
す
る
。

【『
武
道
白
石
英
』
諸
本
】

書　

名

所 

蔵 

先

巻 

冊 

数

備　

考

杉
田
分
類

●
『
武
道
白
石
噺
』

片
倉
家

十
巻
五
冊

明
治
三
年
正
月
持
主
佐
々
木
虎
吉

片
倉
家
本

●
『
武
道
白
石
英
』

龍
谷
大
学
図
書
館

巻
数
な
し
一
冊

月
下
亭　

水
野
勝
英
写
之

丙
本
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書　

名

所 

蔵 

先

巻 

冊 

数

備　

考

杉
田
分
類

●
『
武
道
白
石
英
』

宮
城
県
立
図
書
館

十
五
巻
三
冊

乙
本

●
『
武
道
白
石
英
』

国
立
国
会
図
書
館

三
巻
一
冊
存

乙
本

●
『
武
道
白
石
英
』

早
稲
田
大
学
図
書
館

十
五
巻
十
五
冊

乙
本

●
『
武
道
白
石
英
』

杉
田
氏
蔵
本

十
七
巻
五
冊

乙
本

●
『
武
道
白
石
英
』

杉
田
氏
蔵
本

十
五
巻
二
冊

乙
本

『
武
道
白
石
英
』
Ａ

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
（
Ｄ
）

十
五
巻
五
冊

文
久
二
年
三
月
写
藤
原
武
正
蔵
書

乙
本

『
武
道
白
石
英
』
Ｂ

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
（
Ｄ
）

巻
一
存

序
に
「
講
師
瑞
龍
軒
」
と
あ
り（

３
）。

系
統
不
明

『
武
道
白
石
英
』

盛
岡
市
中
央
公
民
館
（
Ｄ
）

十
巻
三
冊

無
記
名

『
高
木
武
勇
伝
』

架
蔵

十
五
巻
十
五
冊

巻
三
・
十
・
十
三
欠
。

乙
本

『
高
木
白
石
英
雄
記
』

架
蔵

二
巻
一
冊

天
保
七
年
写
。

無
記
名

『
武
道
白
石
英
』
Ａ

架
蔵

二
巻
二
冊

無
記
名

『
武
道
白
石
英
』
Ｂ

架
蔵

三
巻
三
冊

乙
本

『
武
道
白
石
英
』

茨
城
県
歴
史
博
物
館
（
Ｄ
）

前
編
・
後
編

（
三
十
巻
十
冊
）

新
出

『
武
道
白
石
英
』

早
稲
田
大
学

（
請
求
記
号
ヘ13 03370 1-30

）

前
編
・
後
編

（
十
五
巻
三
十
冊
）

新
出

『
武
道
白
石
英
雄
記
』

国
会
図
書
館

（
請
求
記
号229-241

）

上
・
中
・
下

（
四
十
五
巻
七
冊
）

新
出

『
武
道
白
石
英
』

酒
田
光
丘
図
書
館
本
（
Ｄ
）

前
編
・
後
編
・
三
編

（
四
十
五
巻
五
十
冊
）

新
出

（（
Ｄ
）
は
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
閲
覧
を
意
味
す
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
明
朝
体
の
一
群
を
「
既
出
本
」、
ゴ
チ
ッ
ク

体
の
一
群
を
「
新
出
本
」
と
呼
称
す
る
。）
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右
表
の
通
り
、『
武
道
白
石
英
』
既
出
本
は
、
月
下
亭
や
深
川
隠
士
南
郊
の
名
前
が
な
い
写
本
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
乙
本
が
最
も
現
存
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
乙
本
・
丙
本
・
無
記
名
本
に
内
容
の
相
違
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
の
三
種
は
同
一
の
内
容
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
成
立

時
期
は
書
写
年
次
か
ら
、
幕
末
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

４
）。

　

一
方
、
杉
田
の
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
新
出
本
も
存
在
す
る
。
新
出
本
の
う
ち
、
茨
城
県
歴
史
博
物
館
本
・
早
稲
田
大
学
本
は
前

後
編
、
国
会
図
書
館
本
・
酒
田
光
丘
図
書
館
本
は
全
三
編
か
ら
成
立
し
、
い
ず
れ
も
物
語
が
大
幅
に
増
補
さ
れ
、
巻
冊
数
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
一
口
に
『
武
道
白
石
英
』
と
言
っ
て
も
、
杉
田
が
先
行
研
究
で
扱
っ
た
作
品
群
（
既
出
本
）
と
、
そ
の
一
群
の
内
容
が
成
長
し
た
作

品
群
（
新
出
本
）
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
既
出
本
の
内
容
を
概
観
し
つ
つ
、
そ
の
物
語
が
ど
の
よ
う
な
成
長
を
遂
げ
て
、

新
出
本
へ
と
発
展
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
既
出
本
『
武
道
白
石
英
』
の
概
略

　

ま
ず
、
既
出
本
『
武
道
白
石
英
』
の
内
容
を
確
認
す
る
。『
武
道
白
石
英
』
は
前
半
が
折
右
衛
門
の
九
州
行
き
、
後
半
が
折
右
衛
門
の
奥
州
帰

還
と
い
う
物
語
構
造
を
持
つ
。
こ
の
構
造
に
し
た
が
っ
て
、
各
条
の
物
語
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
な
お
、
物
語
冒

頭
の
数
字
は
便
宜
的
に
割
り
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
底
本
は
架
蔵
『
武
道
白
石
英
』
B
を
用
い
た
。
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『
武
道
白
石
英
』
前
半

【
一
】
慶
安
年
中
、
白
石
城
主
片
倉
小
十
郎
の
家
来
稲
富
主
膳
嫡
男
に
は
嫡

男
右
衛
門
、
そ
の
弟
右
門
と
い
う
子
が
い
た
。
鷹
狩
り
の
折
、
右
門
は
自

ら
名
乗
り
出
て
巨
大
な
石
を
動
か
し
て
み
せ
る
。
こ
の
出
来
事
を
佐
藤
助

太
夫
が
主
膳
に
語
る
と
、
主
膳
は
右
門
を
呼
び
出
し
、
自
分
の
力
を
無
闇

に
誇
っ
て
は
な
ら
な
い
と
教
訓
し
、
右
門
の
名
を
高
木
折
右
衛
門
と
改
め

る
。

【
二
】
小
十
郎
が
松
平
陸
奥
守
を
も
て
な
す
酒
宴
の
際
、
折
右
衛
門
は
陸
奥

守
の
求
め
に
応
じ
て
、
鉄
砲
十
丁
を
碁
盤
の
上
に
乗
せ
て
軽
々
と
持
ち
上

げ
て
み
せ
る
。
そ
れ
を
見
た
柴
田
主
水
は
、
当
家
第
一
の
強
力
と
し
て
、

六
十
歳
に
近
い
松
前
鉄
之
助
を
呼
ぶ
。
折
右
衛
門
が
高
さ
四
尺
、
横
六
尺

の
手
水
鉢
を
七
、
八
間
ほ
ど
脇
に
運
ぶ
と
、
鉄
之
助
は
そ
れ
を
元
に
戻
し

て
み
せ
る
。
折
右
衛
門
は
鉄
之
助
に
あ
や
か
り
た
い
と
、
大
盃
の
酒
を
三

度
押
し
頂
く
。
一
方
、
折
右
衛
門
の
母
は
、
折
右
衛
門
が
家
督
を
病
弱
な

兄
か
ら
奪
お
う
と
し
て
い
る
と
思
い
込
む
。
折
右
衛
門
は
兄
の
隠
居
願
望

と
母
の
悪
心
を
鎮
め
る
た
め
、
一
人
武
者
修
行
に
出
る
。

『
武
道
白
石
英
』
後
半

【
十
二
】
折
右
衛
門
、
筑
前
で
狐
憑
き
に
あ
っ
た
女
性
を
助
け
る
。

【
十
三
】
虎
松
、
堤
が
切
れ
た
の
で
遠
回
り
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
石
を
並

べ
る
の
は
大
し
た
こ
と
な
い
と
軽
口
を
叩
く
。
そ
れ
を
聞
い
た
農
民
は
腹

を
立
て
る
が
、
虎
松
は
事
も
な
く
石
を
並
べ
終
え
る
。
そ
の
場
を
立
ち
去

る
際
、
折
右
衛
門
は
道
を
塞
ぐ
大
石
を
ど
か
す
。
農
民
は
天
狗
だ
と
肝
を

つ
ぶ
し
、
そ
れ
以
来
、
こ
の
場
所
は
天
狗
堤
と
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
折
右

衛
門
は
虎
松
に
自
分
が
改
名
し
た
経
緯
を
語
り
、
力
伊
達
を
諫
め
た
。

【
十
四
】
折
右
衛
門
、
彦
山
で
山
伏
と
再
会
す
る
。
山
伏
は
虎
松
に
「
最
初

の
主
人
は
生
涯
の
主
人
で
は
な
く
、
後
の
主
人
が
子
孫
に
伝
わ
る
子
孫
で

あ
る
」
と
告
げ
る
。
虎
松
は
元
服
し
、
森
田
虎
之
丞
と
改
名
す
る
が
、
高

木
の
名
字
を
所
望
す
る
。
折
右
衛
門
は
「
高
木
は
風
に
倒
る
の
金
言
」
を

守
る
よ
う
に
言
い
、
高
木
の
名
字
を
授
け
る
。

【
十
五
】
折
右
衛
門
、
馬
術
が
盛
ん
な
徳
島
に
渡
り
、
上
田
氏
に
馬
術
の
稽

古
を
受
け
る
。
折
右
衛
門
・
虎
之
丞
・
上
田
氏
は
砲
術
を
見
物
し
た
後
、

酒
宴
を
開
く
。
そ
の
場
の
余
興
と
し
て
、
虎
之
丞
・
折
右
衛
門
は
砲
術
の

筒
を
軽
々
と
持
ち
上
げ
て
見
せ
、
周
囲
を
驚
か
せ
る
。

【
十
六
】
折
右
衛
門
・
虎
之
丞
、
土
佐
国
で
女
性
の
幽
霊
と
出
会
う
。
幽
霊

は
大
雨
で
崩
れ
た
大
岩
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
だ
と
語
り
、
死
骸
を
掘

り
出
し
て
菩
提
を
弔
っ
て
ほ
し
い
と
告
げ
る
。
庄
屋
を
訪
ね
て
事
実
を
確

か
め
た
二
人
が
、
大
岩
を
ど
か
し
て
み
る
と
幽
霊
の
言
う
通
り
、
白
骨
が

【
三
】
折
右
衛
門
、
佐
竹
領
の
剣
術
の
名
人
武
藤
段
右
衛
門
の
道
場
を
訪
れ

る
。
折
右
衛
門
と
段
右
衛
門
は
立
合
稽
古
を
行
い
、
折
右
衛
門
が
敗
れ
る
。

そ
の
後
、
庄
屋
方
に
宿
泊
し
た
折
右
衛
門
と
段
右
衛
門
は
最
上
川
の
氾
濫

に
悩
む
農
民
の
話
を
聞
き
、
折
右
衛
門
は
川
縁
の
大
石
を
並
べ
て
柵
を
作

る
。
こ
れ
は
高
木
が
水
口
石
と
し
て
語
り
継
が
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
折

右
衛
門
は
、
藩
主
が
自
分
を
家
臣
と
し
て
召
し
抱
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
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【
四
】
折
右
衛
門
、
道
中
で
快
存
・
哲
道
と
名
乗
る
虚
無
僧
に
出
会
う
。
快

存
は
十
手
、
哲
道
は
鎖
鎌
の
使
い
手
で
あ
り
、
双
方
が
立
合
う
。
折
右
衛

門
は
哲
道
が
快
存
に
劣
る
と
悟
り
、
両
者
の
間
に
入
っ
て
勝
負
を
預
か
る
。

そ
の
後
、
哲
道
は
別
れ
、
快
存
は
自
ら
の
俗
名
を
工
藤
権
八
郎
と
明
か
し
、

再
開
を
約
し
て
別
れ
る
。折
右
衛
門
は
円
丈
と
出
会
い
、寺
に
逗
留
す
る
が
、

そ
こ
へ
浪
人
た
ち
が
強
請
に
現
れ
る
。
円
丈
の
代
わ
り
に
応
対
し
た
折
右

衛
門
は
、
寺
の
鐘
を
掴
ん
で
浪
人
た
ち
の
前
に
置
く
と
、
皆
逃
げ
去
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
円
丈
は
大
力
の
者
だ
と
噂
が
立
ち
、
円
丈
も
大
力
の
ふ
り
を

し
て
暮
ら
し
た
と
い
う
。

【
五
】
折
右
衛
門
、
下
野
国
那
須
明
神
で
男
女
の
心
中
を
見
か
け
、
庄
屋
の

協
力
を
得
て
男
女
を
夫
婦
に
す
る
。

【
十
七
】
虎
之
丞
、
丸
亀
領
の
境
で
侍
衆
に
自
分
の
荷
物
を
蹴
散
ら
さ
れ
た

こ
と
に
怒
り
、
喧
嘩
騒
ぎ
を
起
こ
す
。
あ
わ
や
刃
傷
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

侍
衆
の
主
人
が
折
右
衛
門
に
詫
び
、
折
右
衛
門
も
主
人
に
詫
び
る
。
折
右

衛
門
は
虎
之
丞
に
対
し
て
、
高
木
の
名
字
の
由
来
を
忘
れ
た
か
と
語
り
、

大
い
に
諫
め
た
。

【
十
八
】
折
右
衛
門
・
虎
之
丞
、
日
岡
峠
で
重
荷
に
あ
え
ぐ
牛
車
を
見
か
け
、

牛
を
押
し
て
や
る
。
や
が
て
下
り
坂
に
な
る
と
、
牛
は
一
目
散
に
駆
け
出

す
が
、
そ
こ
へ
座
頭
が
通
り
か
か
る
。
牛
遣
い
は
座
頭
に
声
を
か
け
る
が
、

座
頭
は
う
ろ
た
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
折
右
衛
門
・
虎
之
丞
は
こ
れ
を
見

て
牛
車
に
手
を
か
け
て
牛
を
留
め
る
。
牛
遣
い
は
涙
を
流
し
て
感
謝
し
、

周
囲
の
人
は
鬼
神
の
所
為
だ
と
評
判
し
た
。

【
十
九
】
折
右
衛
門
・
虎
之
丞
、
浅
草
一
月
寺
を
訪
ね
て
鉄
道
の
こ
と
を
尋

ね
る
と
、
村
岡
十
左
衛
門
と
還
俗
し
た
と
告
げ
ら
れ
る
。
十
左
衛
門
と
再

会
し
た
折
右
衛
門
は
、
道
中
で
出
会
っ
た
老
夫
婦
か
ら
伝
え
ら
れ
た
砲
術

の
秘
書
や
口
伝
を
渡
す
。
十
左
衛
門
は
折
右
衛
門
と
従
弟
分
の
つ
き
あ
い

を
望
み
、
折
右
衛
門
も
承
諾
す
る
。
十
二
月
、
大
火
が
起
こ
る
と
、
折
右

衛
門
・
虎
之
丞
は
鎮
火
の
た
め
に
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
見
せ
る
。
そ
れ
を

見
た
丹
羽
若
狭
守
は
折
右
衛
門
を
召
し
出
そ
う
と
す
る
が
辞
退
さ
れ
た
た

め
、
虎
之
丞
を
召
し
出
す
意
向
を
示
す
。
折
右
衛
門
は
虎
之
丞
が
稽
古
半

ば
で
あ
る
と
し
て
、
さ
ら
な
る
修
行
の
後
、
十
左
衛
門
を
通
じ
て
返
事
を

す
る
と
述
べ
て
立
ち
去
る
。

知
り
、
佐
竹
領
を
出
る
こ
と
を
段
右
衛
門
に
告
げ
る
。
段
右
衛
門
は
折
右

衛
門
に
剣
術
の
奥
義
を
託
し
、
そ
の
奥
義
を
将
来
、
息
子
源
治
郎
に
伝
え

る
よ
う
に
依
頼
し
、
折
右
衛
門
も
承
知
す
る
。
常
陸
国
の
山
中
で
夫
婦
に

宿
を
借
り
た
折
右
衛
門
が
微
睡
ん
で
い
る
と
、
父
主
膳
の
霊
が
現
れ
、「
油

断
な
り
」
と
警
告
す
る
。
折
右
衛
門
が
目
を
覚
ま
す
と
、
ま
さ
に
夫
婦
が

折
右
衛
門
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
難
を
逃
れ
た
折
右
衛
門
は
刀
を

盗
ま
れ
た
と
気
づ
き
、
宿
の
女
を
問
い
詰
め
る
と
、
彼
ら
は
盗
賊
の
一
味

だ
っ
た
と
判
明
。
折
右
衛
門
は
盗
賊
の
隠
れ
家
に
踏
み
込
み
、
盗
賊
二
人

を
切
り
捨
て
、
女
は
隠
れ
家
へ
の
案
内
を
理
由
に
許
し
、
そ
の
場
を
立
ち

去
っ
た
。

出
て
き
た
。折
右
衛
門
は
菩
提
を
弔
う
よ
う
に
頼
み
、そ
の
場
を
立
ち
去
る
。
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【
六
】
折
右
衛
門
、
越
中
国
立
山
で
大
山
伏
と
出
会
う
。
山
伏
は
谷
底
に
大

石
を
落
と
し
、
折
右
衛
門
に
も
大
石
を
落
と
す
よ
う
に
勧
め
る
。
指
示
通

り
に
大
石
を
落
と
す
と
、
山
伏
は
「
武
辺
誇
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
然
に

当
年
の
内
に
は
、
其
方
心
な
ら
ず
人
の
頼
み
に
よ
り
苦
労
な
る
事
あ
る
べ

し
。
必
ず
辞
退
す
べ
か
ら
ず
」「
汝
が
旅
宿
の
あ
た
り
に
火
災
あ
り
」
と
予

言
す
る
。
折
右
衛
門
が
山
を
下
り
る
と
、
山
伏
の
落
と
し
た
石
は
そ
の
場

に
残
り
、
折
右
衛
門
が
落
と
し
た
石
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
山
伏
の
正
体

は
天
狗
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
、
天
狗
の
予
告
通
り
火
事
が
起
こ
る
。

【
二
十
】
折
右
衛
門
・
虎
之
丞
、
武
藤
段
右
衛
門
を
尋
ね
る
と
、
段
右
衛
門

は
死
去
し
て
い
た
も
の
の
、
源
治
郎
と
無
事
に
再
会
す
る
。
そ
こ
へ
安
達

甚
八
と
い
う
浪
人
が
現
れ
、
武
藤
源
治
郎
と
の
仕
合
を
望
む
。
折
右
衛
門

は
源
治
郎
の
末
弟
と
名
乗
り
、
源
治
郎
の
代
わ
り
に
甚
八
と
仕
合
を
し
て

勝
利
す
る
。
年
の
暮
れ
が
迫
る
頃
、
小
十
郎
が
大
病
と
い
う
噂
が
流
れ
、

折
右
衛
門
は
急
ぎ
国
元
へ
戻
ろ
う
と
す
る
が
、
源
治
郎
に
段
右
衛
門
か
ら

伝
え
ら
れ
た
奥
義
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
源
治
郎
は
折
右
衛

門
の
国
元
で
の
伝
授
を
希
望
し
、
折
右
衛
門
一
行
は
国
元
へ
急
い
で
戻
る
。

【
二
十
一
】
折
右
衛
門
一
行
、
白
石
へ
帰
国
。
折
右
衛
門
は
小
十
郎
に
道
中

で
の
出
来
事
を
話
す
と
、
小
十
郎
は
大
い
に
賞
賛
し
、
折
右
衛
門
を
五
百

石
の
鉄
砲
頭
に
取
り
立
て
る
。
源
治
郎
は
折
右
衛
門
か
ら
段
右
衛
門
の
秘

事
を
伝
え
ら
れ
帰
国
、
虎
之
丞
は
武
藤
流
の
印
可
を
許
さ
れ
、
丹
羽
若
狭

守
に
仕
官
し
た
。
折
右
衛
門
は
妻
子
を
迎
え
、
子
孫
も
繁
栄
し
た
と
い
う
。

【
七
】
虚
無
僧
快
存
（
工
藤
権
八
郎
）
は
故
郷
に
戻
り
、
一
子
吉
之
助
と
暮

ら
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
大
酒
博
打
好
き
の
林
三
九
郎
が
転
が
り
込
む
。
権

八
郎
の
諫
め
に
よ
っ
て
三
九
郎
は
態
度
を
改
め
た
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
を

見
た
権
八
郎
は
喜
び
、
落
魄
し
て
も
手
放
さ
な
か
っ
た
金
五
十
両
と
名
刀

左
文
字
を
見
せ
て
武
士
の
心
が
け
を
説
く
。
こ
れ
を
見
た
三
九
郎
は
権
八

郎
を
酔
わ
せ
た
後
に
殺
害
し
、
金
と
刀
を
奪
う
。
瀕
死
の
権
八
郎
は
吉
之

助
に
三
九
郎
が
敵
だ
と
告
げ
る
。
そ
こ
へ
折
右
衛
門
が
来
訪
、
権
之
助
は

折
右
衛
門
に
吉
之
助
の
後
見
を
頼
ん
で
絶
命
す
る
。
折
右
衛
門
は
吉
之
助

と
三
九
郎
を
探
す
途
中
、
乞
食
に
落
ち
ぶ
れ
た
松
岡
佐
治
郎
を
助
け
る
。

折
右
衛
門
と
吉
之
助
は
柳
生
市
之
進
と
対
面
、
そ
こ
へ
佐
治
郎
か
ら
三
九

郎
は
林
瀧
之
丞
と
変
名
し
た
と
の
知
ら
せ
が
入
る
。
折
右
衛
門
は
市
之
進

か
ら
柳
生
流
の
奥
義
を
伝
授
さ
れ
、
大
坂
へ
上
る
。
大
坂
で
吉
之
進
の
系

図
が
盗
ま
れ
る
が
、
折
右
衛
門
が
ス
リ
を
捕
ま
え
て
取
り
戻
す
。
一
方
、

三
九
郎
は
硎
屋
十
兵
衛
に
左
文
字
を
売
り
、
そ
れ
を
白
井
頼
母
が
買
い
求

め
る
。
こ
の
頼
母
と
佐
治
郎
は
従
兄
弟
の
関
係
で
あ
り
、
刀
の
話
を
聞
い

た
佐
治
郎
は
折
右
衛
門
た
ち
を
呼
び
寄
せ
る
。
頼
母
は
仕
官
の
斡
旋
を
口

実
に
瀧
之
丞
を
足
止
め
し
、
吉
之
助
の
敵
討
ち
を
実
現
さ
せ
る
。
吉
之
助

【
以
下
、
間
宮
兵
左
衛
門
の
問
答
が
記
さ
れ
、
折
右
衛
門
や
周
囲
の
人
物
の

後
日
談
が
語
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
虎
之
丞
の
そ
の
後
に
関
す
る
記
述
を
引

用
す
る
。】

（
前
略
）
後
に
高
木
右
馬
之
助
と
い
ふ
人
、
諸
国
武
者
修
行
し
、
強
力
の
聞

こ
え
、
所
々
国
々
に
言
ひ
伝
へ
し
事
、
何
人
な
ら
ん
。
折
右
衛
門
と
間
違

て
言
伝
へ
し
か
如
何
」
答
て
曰
く
「
折
右
衛
門
、
武
者
修
行
は
継
母
の
難

を
避
け
、
兄
左
門
が
慈
愛
に
て
退
れ
隠
れ
を
留
め
ん
ば
か
り
に
し
て
、
諸

国
へ
名
を
売
る
の
修
行
に
あ
ら
ず
。
又
至
り
て
慎
み
深
き
人
な
れ
ば
、
勇
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【
八
】
折
右
衛
門
、
津
山
を
出
立
し
た
後
、
手
負
い
の
猪
を
仕
留
め
る
。
そ

れ
を
見
て
折
右
衛
門
に
宿
を
貸
し
た
老
夫
婦
は
、
哲
道
の
両
親
で
あ
っ
た
。

老
父
は
折
右
衛
門
に
家
伝
の
火
術
の
秘
事
を
哲
道
に
伝
え
る
よ
う
に
頼
む
。

折
右
衛
門
は
承
諾
す
る
。

【
九
】
折
右
衛
門
、
休
憩
中
の
茶
屋
で
傍
若
無
人
に
振
る
舞
う
馬
士
を
懲
ら

し
め
、
そ
れ
を
見
た
中
村
隼
人
と
懇
意
に
な
る
。

【
十
】
折
右
衛
門
、
庵
で
休
ん
で
い
る
と
女
性
の
幽
霊
に
遭
遇
。
女
性
は
僧

侶
に
殺
さ
れ
た
と
告
げ
る
と
、
今
度
は
僧
侶
の
幽
霊
が
現
れ
、
本
尊
の
座

台
に
隠
し
た
お
金
で
弔
っ
て
ほ
し
い
と
告
げ
る
。
折
右
衛
門
は
庵
主
に
金

子
を
渡
し
、
菩
提
を
弔
う
よ
う
に
依
頼
す
る
。

【
十
一
】
折
右
衛
門
、
日
向
国
延
岡
で
石
を
抱
え
て
百
度
参
り
を
す
る
虎
松

に
出
会
う
。
虎
松
は
「
山
伏
か
ら
こ
れ
か
ら
出
会
う
廻
国
者
に
頼
め
ば
願

い
が
叶
う
と
告
げ
ら
れ
た
」
と
語
り
、
折
右
衛
門
は
そ
の
山
伏
が
立
山
の

天
狗
だ
と
悟
り
、
虎
松
を
廻
国
修
行
に
付
き
添
わ
せ
る
と
決
意
。
折
右
衛

門
は
神
社
の
鐘
を
持
ち
上
げ
、
虎
松
に
元
に
戻
す
よ
う
に
告
げ
た
後
、
武

士
の
心
構
え
を
教
訓
す
る
。
二
人
が
自
宅
に
帰
る
と
、
虎
松
の
母
は
息
子

の
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
害
し
て
い
た
。二
人
は
菩
提
を
弔
っ

た
後
、
出
立
す
る
。

は
見
事
瀧
之
丞
を
仕
留
め
る
。
そ
の
後
、
折
右
衛
門
と
吉
之
助
は
津
山
藩

主
に
拝
謁
、
折
右
衛
門
は
藩
主
の
求
め
に
応
じ
て
、
三
枚
の
鉄
板
を
軽
々

と
扱
っ
て
見
せ
る
。
吉
之
助
は
頼
母
の
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
白
井
主

水
と
改
名
す
る
。
折
右
衛
門
・
吉
之
助
・
佐
治
郎
は
、
吉
之
助
の
父
の
墓

前
に
瀧
之
丞
の
首
を
手
向
け
る
。

力
を
隠
し
て
人
に
知
ら
せ
ず
。
た
だ
力
の
強
き
修
行
者
の
み
と
覚
へ
り
。

是
を
以
て
見
れ
ば
、
折
右
衛
門
に
あ
ら
ず
。
其
右
馬
之
助
は
お
そ
ら
く
は

虎
之
丞
な
ら
ん
か
。
虎
之
丞
、
二
本
松
に
あ
り
し
が
、
後
年
に
至
り
て
村

岡
十
左
衛
門
よ
り
は
高
木
虎
之
丞
を
寵
愛
あ
り
て
、
し
か
も
知
行
も
村
岡

よ
り
は
勝
り
け
れ
ば
、十
左
衛
門
、是
を
ね
た
ん
で
讒
言
の
事
あ
り
し
よ
り
、

虎
之
丞
、
折
右
衛
門
に
随
身
の
時
よ
り
武
者
修
行
を
願
ひ
け
れ
ど
も
、
虎

之
丞
は
又
勇
気
余
り
あ
る
生
得
を
気
遣
ひ
て
召
さ
ざ
り
し
が
、
此
時
村
岡

が
讒
言
を
折
よ
し
と
無
理
に
暇
を
取
り
て
二
本
松
を
出
て
、
又
白
石
に
来

り
て
折
右
衛
門
へ
武
者
修
行
の
事
を
願
ひ
て
、
終
に
修
行
に
出
で
け
る
が
、

馬
虎
に
化
す
る
と
い
へ
る
母
の
夢
物
語
も
あ
れ
ば
、
右
馬
之
助
と
変
名
し

て
諸
国
を
廻
り
た
る
や
。
高
木
の
姓
を
名
乗
し
者
、
外
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。

其
後
、
上
州
前
橋
の
城
主
松
平
大
和
守
（
十
五
万
石
な
り
）、
五
百
石
の
知

行
に
て
召
抱
ら
れ
し
と
ぞ
。（
後
略
）
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右
の
内
容
表
を
見
る
と
、既
出
本
で
は
力
自
慢
と
人
助
け
の
二
種
類
の
武
勇
伝
が
展
開
さ
れ
る
。
力
自
慢
の
物
語
に
は
、【
一
】【
二
】【
三
】【
四
】

【
六
】【
七
】【
八
】【
九
】【
十
三
】【
十
五
】【
十
六
】【
十
九
】
が
該
当
す
る
。
い
ず
れ
も
常
人
で
は
扱
い
き
れ
な
い
物
や
人
を
、
折
右
衛
門
が

持
ち
前
の
怪
力
で
軽
々
と
扱
っ
て
見
せ
、
そ
れ
を
周
囲
の
人
々
が
賞
賛
す
る
内
容
で
あ
り
、
折
右
衛
門
の
怪
力
を
印
象
づ
け
る
物
語
で
あ
る
。

　

人
助
け
の
物
語
に
は
【
五
】【
七
】【
十
】【
十
二
】
が
該
当
す
る
。
そ
の
内
容
は
敵
討
ち
の
後
見
役
、
心
中
を
試
み
た
若
者
の
婚
姻
援
助
、
幽

霊
の
救
済
、
狐
退
治
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
折
右
衛
門
の
怪
力
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
物
語
は
「
庄
屋
も
逗
留
の

内
の
有
様
を
見
る
に
、
中
々
只
の
修
行
者
に
て
は
あ
ら
ず
と
思
ひ
け
れ
ば
」（【
五
】）、「
殿
の
仰
せ
に
は
、
折
右
衛
門
は
幼
稚
の
孤
子
を
見
捨
ず
、

朋
友
の
義
を
立
ち
、
敵
を
討
せ
し
事
、
誠
に
其
方
が
武
辺
の
余
慶
な
り
と
有
り
難
き
御
意
」（【
七
】）、「
唯
今
迄
多
く
の
人
の
恐
れ
た
る
当
寺
の

怪
事
を
奇
特
に
も
見
顕
し
給
ふ
事
、凡
人
な
ら
ぬ
事
と
皆
々
感
心
致
し
け
る
」（【
十
】）、「
評
に
曰
、か
ゝ
る
狐
狸
の
類
ま
で
、此
両
人
（
稿
者
注
：

折
右
衛
門
と
虎
松
）
が
武
芸
を
恐
れ
て
退
き
た
る
事
、
誠
に
奇
特
な
る
人
物
な
り
」（【
十
二
】）
と
い
っ
た
記
述
の
通
り
、
折
右
衛
門
個
人
が
い

か
に
奇
特
な
人
物
で
あ
る
か
を
描
く
物
語
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
既
出
本
で
は
折
右
衛
門
の
力
自
慢
と
人
助
け
と
い
う
二
つ
の
武
勇
伝
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
武
勇
伝
は
折
右
衛
門

の
能
力
、
後
者
の
武
勇
伝
は
折
右
衛
門
の
人
格
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
物
語
が
反
復
さ
れ
る
こ
と
で
、
折
右
衛
門
は
文
武
に
優

れ
た
人
格
者
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
作
に
お
け
る
武
勇
伝
の
反
復
は
、
単
な
る
冗
長
化
で
は
な
く
、
折
右
衛
門
を
理
想
の
武
人

と
し
て
描
く
た
め
の
手
法
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、武
勇
伝
の
反
復
に
該
当
し
な
い
物
語
も
存
在
す
る
。
具
体
的
に
は
【
十
二
】【
十
三
】【
十
四
】【
十
七
】【
二
十
】【
二
十
一
】
で
あ
る
。

こ
の
五
つ
の
物
語
は
虎
松
を
折
右
衛
門
の
後
継
者
に
位
置
づ
け
る
物
語
と
指
摘
で
き
る
。

　
【
一
】
で
、折
右
衛
門
の
名
の
由
来
は
「
其
方
只
今
よ
り
姓
名
を
改
め
遣
す
べ
し
。
高
木
折
右
衛
門
と
改
名
し
、高
木
の
姓
も
当
家
に
由
緒
あ
り
。

折
右
衛
門
と
い
ふ
事
は
古
き
諺
に
も
高
木
は
風
に
倒
る
と
い
ふ
事
あ
り
。
万
事
人
並
み
に
慎
み
候
へ
ば
、風
に
折
れ
る
気
遣
ひ
な
し
と
い
ふ
心
を
、

朝
夕
忘
れ
ざ
る
べ
し
。」
と
い
う
父
か
ら
の
訓
示
だ
と
語
ら
れ
る
が
、
こ
の
訓
示
は
折
右
衛
門
か
ら
虎
松
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
例
え
ば
、【
十
一
】
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の
折
右
衛
門
か
ら
虎
松
へ
の
訓
示
は
「
凡
そ
武
士
た
る
者
は
力
量
ば
か
り
に
て
も
あ
ら
ず
。
心
の
操
を
磨
く
を
以
て
第
一
と
す
る
。
力
足
ら
ざ

る
を
羨
む
る
事
な
か
れ
。
常
々
は
力
も
な
き
者
と
思
ふ
べ
し
。」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
訓
示
の
内
容
は
、
折
右
衛
門
が
父
か
ら
受
け
た
訓

示
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。【
十
三
】
で
は
、
自
ら
の
力
を
誇
示
し
た
虎
松
を
、
折
右
衛
門
は
「
其
方
い
ま
だ
若
き
故
、
血
気
に
は
や
っ
て
斯
様
の

事
な
り
。
我
ら
が
若
き
時
に
は
名
を
高
木
折
右
衛
門
と
改
め
ら
れ
し
ぞ
か
し
。
こ
れ
以
後
、慎
み
て
必
ず
〳
〵
力
伊
達
い
た
す
べ
か
ら
ず
」と「
道

す
が
ら
虎
松
を
叱
」
り
、「
深
く
是
を
い
ま
し
め
」
る
。【
十
四
】
で
は
、
虎
松
が
元
服
に
際
し
て
高
木
の
名
字
を
所
望
し
た
た
め
、
折
右
衛
門

は
「
高
木
は
風
に
倒
る
事
の
金
言
を
其
方
も
守
ら
ん
と
や
」
と
述
べ
、
虎
松
に
高
木
の
名
字
を
授
け
る
。
そ
し
て
【
十
七
】
で
喧
嘩
沙
汰
を
起

こ
し
た
虎
松
を
、「
其
方
、
高
木
を
忘
れ
た
り
や
。」「
短
慮
は
身
を
失
ふ
の
大
敵
な
り
と
思
ふ
べ
し
。」
と
「
大
い
に
誡
め
」
る
。

　

こ
の
一
連
の
物
語
で
は
、
折
右
衛
門
が
自
ら
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
訓
示
を
た
び
た
び
虎
松
に
伝
授
し
て
い
る
。
こ
の
行
為
は
い
わ
ば
折
右

衛
門
の
精
神
を
伝
承
す
る
行
為
で
あ
り
、
虎
松
を
折
右
衛
門
の
後
継
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
虎
松
は
【
二
十
一
】
で
「
武

藤
流
の
印
可
を
ば
許
さ
れ
、
剣
術
・
武
法
・
馬
術
ま
で
残
ら
ず
伝
へ
て
の
上
、
先
約
な
れ
ば
と
て
二
本
松
の
城
主
丹
羽
若
狭
守
様
へ
仕
官
の
身

と
ぞ
な
り
に
け
る
」
と
折
右
衛
門
の
武
術
を
継
承
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、
既
出
本
は
折
右
衛
門
の
武
勇
伝
と
、
折
右
衛
門
の
後
継
者
虎
松
の
誕
生
を
描
い
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

三
、
新
出
本
『
武
道
白
石
英
』
の
成
長

　

前
節
の
既
出
本
の
続
編
の
様
相
を
呈
す
る
の
が
、
茨
城
県
歴
史
博
物
館
本
・
早
稲
田
大
学
本
・
国
会
図
書
館
本
・
酒
田
光
丘
本
と
い
っ
た
新

出
本
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
茨
城
県
歴
史
博
物
館
本
・
早
稲
田
大
学
本
は
前
後
編
、
国
会
図
書
館
本
・
酒
田
光
丘
本
は
前
編
・

後
編
・
三
編
か
ら
成
る
。
前
編
の
内
容
は
既
出
本
と
同
一
で
あ
り
、
後
編
の
内
容
も
新
出
本
の
間
で
共
通
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
出
本
の
内

容
は
、
既
出
本
→
茨
城
県
歴
史
博
物
館
本
・
早
稲
田
大
学
本
→
国
会
図
書
館
本
・
酒
田
光
丘
本
と
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
後
編
・
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三
編
の
内
容
を
国
会
図
書
館
本
『
武
道
白
石
英
雄
記
』
を
基
に
示
す
。

『
武
道
白
石
英
』
後
編

『
武
道
白
石
英
』
三
編

【
一
】村
岡
重
左
衛
門
は
自
分
が
推
挙
し
た
虎
之
助
が
出
世
す
る
の
を
妬
み
、

彼
を
讒
言
す
る
。
虎
之
助
は
吉
原
灯
籠
を
見
物
に
行
き
、
そ
こ
で
家
来
の

定
助
を
介
抱
し
た
た
め
門
限
を
破
り
、
小
林
勇
馬
に
叱
責
さ
れ
る
。
微
睡

む
虎
之
助
の
前
に
母
の
霊
が
現
れ
、
諸
国
修
行
を
勧
め
て
消
え
る
。
虎
之

助
は
折
右
衛
門
と
の
再
会
を
兼
ね
て
諸
国
修
行
に
出
る
。

【
二
】
虎
之
助
、
熊
谷
堤
で
盗
賊
に
襲
わ
れ
る
が
撃
退
し
、
盗
賊
の
首
に
刀

を
巻
き
付
け
て
去
る
。
そ
の
後
白
石
へ
赴
く
が
、
折
右
衛
門
の
妻
か
ら
片

倉
小
十
郎
に
従
っ
て
上
京
し
た
と
聞
か
さ
れ
る
。
道
中
の
辻
堂
で
、
哲
道
・

快
存
の
奉
納
し
た
絵
馬
と
武
具
を
見
つ
け
、
そ
こ
で
文
武
の
士
と
仰
が
る

べ
し
と
告
げ
ら
れ
る
。

【
三
】
上
野
国
碓
氷
峠
で
大
岩
が
落
ち
て
一
匹
の
馬
が
死
ぬ
。
こ
の
馬
は
八

兵
衛
が
兄
に
無
理
を
言
っ
て
借
り
た
馬
で
あ
っ
た
。
虎
之
助
は
馬
の
死
骸

を
見
せ
て
事
情
を
話
す
よ
う
に
勧
め
、
岩
を
退
か
し
て
死
骸
を
麓
に
運
ぶ
。

八
兵
衛
は
一
足
先
に
小
諸
に
戻
り
、
事
情
を
話
し
て
虎
之
助
を
迎
え
る
。

そ
こ
へ
子
牛
ほ
ど
の
狼
が
女
子
を
咥
え
て
逃
げ
た
と
知
ら
せ
が
入
り
、
虎

之
助
が
狼
を
仕
留
め
る
。
虎
之
助
は
傷
を
負
う
が
、
朝
比
奈
粽
と
い
う
妙

薬
に
よ
っ
て
全
快
す
る
。

【
一
】
高
木
力
士
之
助
、
実
子
の
虎
之
助
を
武
者
修
行
に
送
り
出
す
。
虎
之

助
は
八
歳
に
し
て
盗
賊
を
生
け
捕
る
ほ
ど
の
剛
の
者
で
あ
っ
た
。
母
を
心

配
さ
せ
ま
い
と
し
て
、
力
士
之
助
と
虎
之
助
は
密
か
に
首
途
を
祝
う
が
、

そ
の
心
底
を
察
し
た
母
が
現
れ
る
。
虎
之
助
、
出
立
。

【
二
】
虎
之
助
、
鹿
島
神
宮
へ
参
拝
し
、
下
総
国
の
庵
で
一
泊
す
る
。
庵
主

は
下
総
国
印
旛
郡
の
重
山
某
に
仕
え
た
与
十
郎
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。

虎
之
助
は
庵
主
の
懺
悔
を
聞
い
た
後
、
江
戸
へ
向
か
う
。
下
野
国
の
佐
野

次
郎
左
衛
門
、
吉
原
で
八
ツ
橋
に
馴
染
み
、
家
業
を
傾
け
る
。
虎
之
助
、

道
中
で
薬
を
も
ら
い
、
そ
こ
で
出
く
わ
し
た
盗
賊
を
撃
退
す
る
。

【
三
】
虎
之
助
、
盗
賊
が
持
っ
て
い
た
行
李
を
持
ち
主
に
返
す
。
持
ち
主
は

佐
野
次
郎
左
衛
門
の
番
頭
全
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
虎
之
助
、
次
郎
左
衛
門

と
対
面
し
て
懇
意
と
な
り
、
再
び
薬
を
も
ら
っ
て
別
れ
る
。
後
日
、
次
郎

左
衛
門
が
八
ツ
橋
を
殺
害
し
て
自
害
す
る
。
虎
之
助
、
行
人
の
い
る
貧
家

に
一
泊
す
る
。
そ
の
夜
、
虎
之
助
は
病
人
伝
五
郎
に
夜
な
夜
な
相
撲
を
挑

む
小
児
を
捕
ら
え
る
。
そ
の
正
体
は
河
童
で
あ
っ
た
。
虎
五
郎
、
駿
府
国

に
入
る
が
、
腹
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
医
師
長
松
軒
の
治
療
を
受
け
る
。
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【
四
】
虎
之
助
、
諏
訪
明
神
に
参
詣
し
た
後
、
上
諏
訪
の
温
泉
で
一
人
の
法

師
と
出
会
う
。
こ
の
法
師
は
熊
谷
峠
の
盗
賊
で
あ
っ
た
。
虎
之
助
は
改
心

し
た
様
子
を
見
て
首
の
刀
を
外
す
。

【
五
】
虎
之
助
、
穂
坂
の
山
寺
で
微
睡
ん
で
い
る
と
、
棺
桶
を
漁
る
狼
が
現

れ
る
。
虎
之
助
は
た
く
さ
ん
の
火
を
付
け
た
線
香
を
投
げ
込
み
、
狼
を
撃

退
し
た
。
そ
の
後
、
甲
州
見
延
山
へ
参
詣
し
、
相
模
国
田
村
で
子
供
を
襲
っ

た
八
尺
の
泥す

つ
ぽ
ん鼈

を
退
治
す
る
。
そ
の
夜
、
泥
鼈
が
虎
之
助
の
前
に
現
れ
て

乗
鞍
を
授
け
る
。

【
六
】
敦
賀
屋
清
七
と
お
艶
は
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、
清
七
は
病

に
冒
さ
れ
る
。
尾
牧
安
元
は
腎
の
病
気
で
あ
り
、
お
艶
を
遠
ざ
け
る
よ
う

に
勧
め
る
。
お
艶
は
番
頭
の
与
兵
衛
と
相
談
、
与
兵
衛
は
安
元
に
箱
根
で

の
湯
治
を
提
案
。
清
七
と
与
兵
衛
、
安
元
の
弟
子
安
老
は
底
倉
へ
向
か
う
。

虎
之
助
、
箱
根
を
訪
れ
、
清
七
と
面
会
す
る
。
そ
の
夜
以
降
、
お
艶
に
似

た
女
性
が
清
七
の
前
に
現
れ
、
清
七
は
弱
り
始
め
る
。
虎
之
助
は
女
性
を

射
殺
す
が
、
そ
の
正
体
は
山
鬼
で
あ
っ
た
。

【
七
】
虎
之
助
、
伊
豆
三
島
で
荒
梵
論
字
に
出
会
う
。
荒
梵
論
字
、
近
衛
入

道
の
力
自
慢
や
折
右
衛
門
の
評
判
を
語
り
、
虎
之
助
と
別
れ
る
。
虎
之
助
、

兵
庫
沖
で
大
鰐
を
射
殺
す
る
。

【
八
】
虎
之
助
、
浅
野
内
匠
頭
の
家
臣
山
鹿
逍
遙
軒
の
弟
子
と
な
る
。
逍
遙

軒
の
七
十
歳
の
宴
席
で
、
虎
之
助
は
相
撲
を
取
る
こ
と
と
な
り
、
常
日
頃

力
自
慢
を
し
て
い
た
奥
野
定
四
郎
を
軽
く
あ
し
ら
う
。
大
石
内
蔵
助
は
こ

の
話
を
聞
き
、
虎
之
助
を
諫
め
る
。
逍
遙
軒
は
内
蔵
助
と
虎
之
助
に
秘
伝

【
四
】
長
松
軒
の
娘
が
妖
怪
に
攫
わ
れ
る
。
虎
之
助
は
申
陽
洞
と
呼
ば
れ
る

領
域
に
入
り
、
妖
猿
の
住
む
洞
穴
に
落
ち
る
。
虎
之
助
は
妖
猿
を
討
伐
し
、

長
松
軒
の
娘
と
三
人
の
婦
女
を
救
出
す
る
。
そ
の
折
神
人
に
二
双
の
珠
と

助
言
を
授
か
り
、
四
人
の
娘
を
連
れ
て
長
松
軒
の
も
と
へ
帰
る
。
そ
の
後
、

伊
勢
国
鈴
鹿
峠
で
馬
方
と
侍
の
喧
嘩
を
収
め
る
。
実
は
馬
方
と
侍
は
盗
賊

で
あ
り
、
二
人
で
虎
之
助
を
襲
う
が
、
虎
之
助
は
返
り
討
ち
に
す
る
。

【
五
】
虎
之
助
、
京
都
で
越
年
の
後
、
大
坂
へ
赴
く
。
講
釈
師
馴
龍
斉
と
懇

意
に
な
る
が
、
伍
子
胥
と
范
蠡
の
優
劣
を
論
じ
、
馴
龍
斉
を
言
い
負
か
す
。

こ
れ
が
遺
恨
と
な
り
、
備
前
橋
で
馴
龍
斉
と
そ
の
手
下
と
喧
嘩
と
な
る
。

虎
之
助
、
馴
龍
斉
ら
を
打
ち
負
か
し
て
去
る
。

【
六
】
虎
之
助
、
伊
予
国
に
渡
り
、
入
水
を
試
み
た
女
を
救
う
。
女
は
、
夫

の
四
郎
右
衛
門
が
客
の
金
子
と
書
状
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
娘
が
遊
郭
に
売

ら
れ
る
寸
前
だ
と
語
る
。
虎
之
助
は
自
分
の
金
子
を
与
え
、
親
子
の
危
難

を
救
う
。
数
年
後
、
虎
之
助
は
九
州
へ
渡
ろ
う
と
す
る
も
、
船
が
難
破
し

て
漂
流
す
る
。
虎
之
助
は
南
京
に
漂
着
、
そ
こ
で
現
地
人
を
苦
し
め
る
虎

を
狩
っ
た
後
、
南
京
陣
南
道
に
赴
き
、
吏
使
の
蘭
陵
と
懇
意
に
な
る
。
そ

の
後
、
帝
に
神
人
の
二
又
の
珠
を
献
上
す
る
。
虎
之
助
は
帰
朝
途
中
、
帆

柱
か
ら
落
ち
た
伝
馬
船
を
怪
力
で
受
け
止
め
る
。
虎
之
助
は
肥
前
国
平
戸

か
ら
伊
与
国
へ
戻
り
、
四
郎
右
衛
門
一
家
と
再
会
し
た
後
に
故
郷
へ
戻
る
。

【
七
】
虎
之
助
、
君
主
の
御
前
で
諸
国
修
行
の
体
験
を
語
っ
た
後
、
蘭
陵
の

公
事
を
語
る
。
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後
編
は
、
主
人
公
が
折
右
衛
門
か
ら
「
虎
之
助
」（
既
出
本
の
「
虎
之
丞
」）
へ
と
移
り
、
彼
の
武
勇
伝
が
展
開
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
既
出
本

の
問
答
に
あ
る
「
虎
之
丞
、
折
右
衛
門
に
随
身
の
時
よ
り
武
者
修
行
を
願
ひ
た
れ
ど
も
、
虎
之
丞
は
又
勇
気
余
り
あ
る
生
得
を
気
遣
ひ
て
召
さ

ざ
り
し
が
、
此
時
村
岡
が
讒
言
を
折
よ
し
と
無
理
に
暇
を
取
り
て
二
本
松
を
出
て
、
又
白
石
に
来
り
て
折
右
衛
門
へ
武
者
修
行
の
事
を
願
ひ
て
、

終
に
修
行
に
出
で
け
る
が
、
馬
虎
に
化
す
る
に
言
ひ
よ
る
母
の
夢
物
語
も
あ
れ
ば
、
右
馬
之
助
と
変
名
し
て
諸
国
を
廻
り
た
る
や
」
と
い
う
記

述
か
ら
、「
虎
之
助
」
を
主
人
公
と
し
た
続
編
を
描
く
着
想
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
一
貫
し
て
虎
之
助
の
力
自
慢
の
武
勇
伝
を
描
く

も
の
で
あ
る
が
、
既
出
本
で
折
右
衛
門
に
叱
責
さ
れ
た
せ
っ
か
ち
で
短
慮
な
気
質
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
か
つ
て
悪
事
を
働
い
た
盗
賊

を
伝
授
し
、
虎
之
助
は
奥
州
白
石
を
目
指
す
。

【
九
】
虎
之
助
、
大
坂
川
口
姫
路
屋
で
盗
賊
の
海
道
佐
左
衛
門
一
味
を
生
け

捕
る
。
こ
の
出
来
事
が
評
判
と
な
り
、
近
衛
入
道
が
虎
之
助
を
召
し
出
す
。

虎
之
助
は
近
衛
入
道
の
求
め
に
応
じ
て
鹿
の
角
を
裂
い
た
り
、
知
恩
院
の

鐘
を
動
か
し
て
み
せ
る
。
国
元
で
は
虎
之
助
退
去
の
理
由
が
判
明
し
、
村

岡
重
左
衛
門
と
小
林
勇
馬
は
知
行
を
没
収
さ
れ
、
虎
之
助
の
帰
参
が
決
ま

る
。

【
十
】
虎
之
助
、
鞠
子
で
手
負
い
の
猪
を
切
る
。
近
衛
入
道
拝
領
の
刀
の
由

来
が
語
ら
れ
る
。

【
十
一
】
虎
之
助
、
帰
参
。
村
岡
と
小
林
の
追
放
を
知
り
、
両
者
の
帰
参
を

願
い
出
る
。
虎
之
助
の
訴
え
に
よ
り
、
村
岡
と
小
林
は
帰
参
が
許
さ
れ
る
。

虎
之
助
は
丹
羽
若
狭
守
の
指
南
役
と
な
る
。
虎
之
助
の
物
語
は
『
白
石
英

雄
記
』と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、虎
之
助
は
力
士
之
助
と
名
乗
り
、

嫡
子
が
虎
之
助
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
子
孫
は
代
々
繁
栄
し
た
と
い
う
。

①
あ
る
港
で
女
性
が
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
沙
栄
と
い
う
男
が
捕
ま

る
が
自
白
し
な
い
。
現
場
に
落
ち
て
い
た
包
丁
を
見
せ
る
と
、
鐘
瓶
と
い

う
人
物
の
所
持
品
と
判
明
し
、
鐘
瓶
が
真
犯
人
と
判
明
す
る
。
②
田
了
の

娘
が
殺
さ
れ
た
事
件
で
は
、
恋
人
の
李
酈
が
疑
わ
れ
る
も
、
娘
の
幽
霊
に

扮
し
た
官
人
に
対
す
る
態
度
か
ら
満
哲
と
い
う
人
物
が
真
犯
人
と
判
明
す

る
。
③
堤
の
洞
穴
に
盗
賊
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
見
破
り
、
一
網
打
尽
に

す
る
。
④
洛
陽
で
如
彭
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
は
、
鑿
が
凶
器
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
大
工
が
疑
わ
れ
る
が
、
喧
嘩
相
手
の
張
那
が
犯
人
と
見
破
る
。

⑤
一
人
の
僧
侶
が
豪
農
の
家
に
泊
ま
る
と
、
夜
中
に
男
女
が
入
っ
て
く
る
。

盗
人
と
思
っ
た
僧
は
家
を
抜
け
出
す
が
、
井
戸
に
落
ち
て
捕
縛
さ
れ
、
そ

の
井
戸
か
ら
は
女
の
死
体
が
出
る
。
犯
人
は
僧
と
思
わ
れ
た
が
、
定
斧
と

い
う
者
が
真
犯
人
で
あ
っ
た
。

【
八
】
力
士
之
助
、
中
老
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
虎
之
助
は
寺
社
奉
行
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
虎
之
助
、
第
一
の
家
老
江
口
三
郎
左
衛
門
の
末
女
と
結
婚
。
子
孫

は
代
々
栄
え
た
と
い
う
。
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を
許
し
た
り
（【
四
】）、
自
ら
を
陥
れ
た
村
岡
や
小
林
を
許
し
た
り
（【
十
一
】）
と
、
度
量
の
広
さ
を
示
す
物
語
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
後

編
は
「
虎
之
助
」
を
主
人
公
に
据
え
て
そ
の
武
勇
伝
を
増
補
す
る
こ
と
で
、
彼
を
折
右
衛
門
同
様
、
武
勇
と
人
格
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
描
き

出
し
た
物
語
と
言
え
よ
う
。

　

続
く
三
編
は
、
力
士
之
助
（
後
編
の
「
虎
之
助
」）
の
息
子
虎
之
助
を
主
人
公
と
し
、
そ
の
活
躍
を
描
く
物
語
で
あ
る
。【
一
】【
二
】【
五
】

の
よ
う
に
、
主
人
公
を
腕
力
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
描
く
物
語
も
あ
る
が
、
物
語
の
ほ
と
ん
ど
を
妖
怪
退
治
や
中
国
の
公
事
裁
判（

５
）が

占
め
る
。

折
右
衛
門
の
系
統
に
連
な
る
主
人
公
が
異
界
や
国
外
で
活
躍
す
る
物
語
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
折
右
衛
門
や
「
虎
之
助
」
以
上
の
人
物

と
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
主
人
公
が
妖
怪
が
住
む
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
り
、
中
国
に
漂
流
し
た
り
す
る
物
語
は
作
中

に
新
奇
性
こ
そ
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
既
出
本
や
後
編
に
見
ら
れ
た
武
勇
伝
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
三
編
は
主
人

公
の
活
躍
を
異
界
や
海
外
に
求
め
、
物
語
の
さ
ら
な
る
成
長
を
試
み
た
も
の
の
、
そ
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
評
せ
よ
う
。

四
、
小
括

　

本
稿
で
は
、『
武
道
白
石
英
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、そ
の
内
容
と
成
長
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、杉
田
の
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
た
既
出
本
は
、

折
右
衛
門
の
力
自
慢
と
人
助
け
と
い
う
二
種
類
の
武
勇
伝
が
反
復
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
虎
之
丞
」
を
折
右
衛
門
の
後
継
者
と
し
て
位
置
づ
け
る

物
語
で
あ
っ
た
。
新
出
本
の
後
編
は
、
既
出
本
で
登
場
し
た
「
虎
之
助
（
＝
虎
之
丞
）」
を
主
人
公
と
し
、
そ
の
武
勇
伝
を
具
体
的
に
描
く
こ
と

で
物
語
を
成
長
さ
せ
、「
虎
之
助
」
を
折
右
衛
門
同
様
の
人
物
と
し
て
描
き
出
し
た
。
続
く
新
出
本
三
編
は
、「
虎
之
助
」
の
子
を
主
人
公
と
し
て
、

彼
の
異
界
や
海
外
で
の
活
躍
を
描
く
こ
と
で
物
語
の
成
長
を
試
み
た
が
、稿
者
は
そ
の
試
み
を
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
評
価
し
た
。
本
稿
に
よ
っ
て
、

『
武
道
白
石
英
』
の
具
体
的
な
内
容
と
そ
の
成
長
を
概
観
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
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【
注
】

（
１
）
杉
田
美
登
「
読
本
『
武
道
白
石
英
』」（
日
本
文
学
論
集
編
集
委
員
会
『
日
本
文
学
論
集
』
一
巻
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
院
生
会
、

一
九
七
七
年
二
月
）
収
録
）

（
２
）
今
回
検
討
す
る
写
本
以
外
に
も
『
武
道
白
石
英
』
の
諸
本
は
数
多
く
残
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

よ
れ
ば
、
白
石
図
書
館
に
『
武
道
白
石
英
』
の
刊
本
が
三
種
現
存
す
る
よ
う
だ
が
、
現
時
点
で
は
未
見
。

（
３
）
幕
末
に
活
躍
し
た
講
釈
師
赤
松
瑞
龍
か
。

（
４
）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「
日
本
芸
能
・
演
劇
総
合
上
演
年
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
元
年
八
月
十
六
日
に
歌
舞

伎
「
高た

か
ぎ
お
り
え
も
ん
ぶ
ど
う
じ
つ
ろ
く

木
織
右
武
実
録
」（
江
戸
中
村
座
）
が
上
演
さ
れ
た
と
あ
る
。『
武
道
白
石
英
』
の
書
写
年
次
を
見
る
限
り
、
本
作
を
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
中
国
の
公
事
裁
判
の
内
容
は
、
①
が
『
棠
陰
比
事
』「
祟
亀
認
刀
」、
⑤
が
『
棠
陰
比
事
』「
向
相
訪
賊
」
と
類
似
し
て
お
り
、
中
国
文
学
を
素
材

と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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